
花貰川河川水の海面分散について

市　村　勇　二，　大　島　正　秀

バルブ工場の廃水及び二つの炭鉱による洗炭廃水が花貫州で合流し海面に流出しているが，この廃水によ

る水産動植物への影響程度が最近問題となって来たため，昭和58年庭から主に海面の水質について影響調

査を実施している。

工鉱業廃水が海面に流入した場合，その分散状況を把振することが漁業被害を論ずる最も有効な手段と考

ぇられる。したがってこの目的のため種々調査を行ったが，こゝでは海面のCOp分布及び底形底質等から

河川水の流入概況を報告する。

Ⅰ花環川及び流域事業所の■概要

花貫川は流域面積日．2随一，河巾は大きい処で29m，小さい処で5狐位で，年間平均水量は鉱工業局

水取水後に5．5tOnsノくecになる。

河口は洗炭，ノミルブ廃水が混流し，前浜から直接海へ流入する○水量は夏期で15万tOnSday・

冬期で10万tOnSノ名村　である0

繍A，Bは出炭月産量それぞれ1．5万tOnS／匂ay．1・1万tOnれayで洗礪水量は合計2万tO笥ay

内外であ少，河口上流2．5Kmの処で直接花貫川へ放出している○放流点の水風せCOt）で1・500～2・80

バルブ工鋸クラフトパルプで，バルブ日産量140tonヲ・廃水は7万tOnhayぁまカで河口上流5

50mに放流口がある。（〕01）値は平均150ppmである。

Ⅱ　COD値からみた廃水の倒粗

58年8月12日，8時15分から12時までの落潮流時に観測された表層水のCOl）等汲監絶命布は第

1図のとかカで，その面積は第1表に示したとおりである。COl）5ppm」し上の面積は5・21‰王である。

C O l）（0 t p p m ） ー　 面　 積　　 随 一 半　 径　 孤

d　 p p m 以 上 5 ．1 5 1．4 1 6

5　　　 〝 5 ．2 1 1，8 2 0

1　　　 ■ク 1 2 ．0 8 2．7 8 0

第1表　等濃度面積及び半径（昭和5占年8月12日）
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淡水試：試験報告　昭和5°年生

第1図r COD等濃度線分布

昭和57年8月12日　8曙15分～12時（落潮流時）

C O T）の ． p p m ） 面　 積　 Km t 半　 径　 訪

5　 p p m　 以上 0．5 2 5 5 4

7 0 84 1　　 0 ．7 1

5 1．4 1 8 0 9

2 2 ．0 9 1，5 5 5

1 7．1 1 1　　 2 ．1 2 5

第2表　等浸床面積及び半径（昭和57年1月25日）
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第2図　001）等頭皮線分・布

昭和57年1月25日　8時17分～11時（落潮流時）

Ⅲ　底　質　分　布

一般に底質は作用する外力に対応した位置に安定しようとする傾向があカ，その指標となる主な．ものは

淘汰度（粒のそろい具合）と粒径で卑る。すなわち波の流れや作用力の強い処では粗粒の砂が存卑し，作

用力の小さい処では細砂が対応する。

第4図の測点で採泥した賀科をエメリー管による沈澱管法で分析した。

こゝでは粒径の対数に相当するも甲として¢分類を用いた○すなわち真の粒径をdmとする鞄dと¢

の関係は次式で表わされる。
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茨水試：試験報告　昭和56年度

第5囲　河口からの半径と00Dとの関係（計算値）

1）

ヱ0gd＝－¢　ヱ0プ2

分析から得られた結果（第4表）から泥質のDlを除き，粒径平均値は2・0～2・8¢の甲砂である0

¢ 5 予 1 日
¢ 2 5 ミ（毒 諾 ）≧ ¢ 7 5 i ¢ 8 4 ．日 日 5 ■

訂 1 ・ モ α ¢ 」

（平 均値 ）l（淘 汰慶 ）

　　5

d ¢

笹 庭 ）

一 口6 °
A － 1 1・5 8 l l・8 5 1，9 5　　　 2．2 0 2 ．5 7 2 ．5 0 2．8 1

27 5

2 ・1 4 l

2 ．1 9

0， 5

0．2 5

0 ．5 0

良一 2

良一 5

0 こ0 5 1．9 8 2，0 1 2．1 2 2．5 2 2．4 2

0．5 □

l o・占9

0 ．4 7

一 口．D 7

1．6 4 1．7 5 1．8 2 2．0 7 2．2 5 2 ．5 5 2 ．7 0 2．0 5

2 ．5 8

2．7 7

B －．1
り 5 1i l・8 7 2．0 5 2，4 4 2．9 2 5 ．2 5 5 ．6 7 0．1 7

B － 2 1．9 2　 篭　 2・5 0 2．4 1 2 ．占5 5 ，0 8 5．2 5 5．8 8

5 ．1 8

ロ．2 5

2，5 9 2

B － 5 1．7 9 1．9 9 2．口4 2 ．2 8 2 ，d D 2，8 0 口．4 0 0．5

2 ．8 0 0．8 1 0．2 1

B － 4 2．0 7 2．1 9 2 ．5 5 2．7 5 5 ．2 5 5 ．4 1 5 ．7 7

－ 2．8 5
1 0 ．5 7

C 一・1 2．0 8 2．2 8 2．4 5 2 ．8 5 ll 5・2 5
5．4 0 ！ 5・2 2 0

第4表　粒　匿　分　析
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市村勇二・大晦E秀：花甜l旬日日毎の髄醐1、て

淘汰度と粒径の平均値との関係は第5図のとおりで粒径が大きくなるほど，淘汰度は悪くたる。0また河口

北部沿岸寄りのAl～一山点は粒窪小さく淘汰庭は良い0これはこの附近が砕汲や強い流れの影礎が少なく，

定常的な流れが存在するとも考えられる。

Ⅳ　鳶　　　　　穿

1）廃水分散の推算

花貫沖海域は砕汲帯が長いため・調査軌点を河口から5ロ0勿以沖とした。したがって，500阻以

内の水質分布は解らない。また・COl）7pp∫似上の等濃度面のContourはつかみ難かった等の理
2）

由でとく概略ではあるが・新田　の式から花貫川沖の廃水分散を推算してみた。すなわち，

水面上の置紐を兄，単位時間の廃水量をb，等濃度面の面積をK∬！・拡散係数を　〟，ズ位置

の海水中の靡水量（比率）をγとすると

ー“K∬王少＝b
一′，T

γ　＝土＋　B
∬

b

A＝－

払K

廃水影響限界点をちとしそこの濃度を先　とすると，

γ一光＝A（‡一七）

河口でのCOl）が几であると，∬点でのCODZ＝几γとをカ，

Z－Zc＝れA（五一五）

、 彗 ＿日 ㌻昭和 5 時 8月 1 2 日
昭和 5 7年 1月 2 5 日

晋 示 攣 測粕

5 0 以上 ‡

推算半径 実測半径 ≡推算半径

5 7 0 事

2 0　　 一グ i 7 9 0 1 1 4 8

1 0　　 ク 1．2 （～0
l

I 2 9 4

6　　 ㌦ 1．4 1 8
】 1 “ 9 L　　 l

5　 ．7 1，8 2 （〕
ぎ　 5 5 4

5 8 1

4　　 〟
l l

1 7 0 8

9 2 85　　 ノダ 8 0 9

2　 ．か
l
l 1．5 5 5 1，5 4 0

1　　 一ク
1

2．7 d O i 2．5 9 9 ．

第5表　実測半径と推算半径との対比
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今河口のCOT），几＝1dOppm，1日の

廃水鋸夏馴5万仙気ay，冬期10万

tonSヵayだから単位を1分として考えると

それぞれbは104t0－1S，81．5tons

と在る。

花貰川沖の廃水撃容限界点Zcを1ppmと

∃象れ馬8月の∬。＝2，7砧叫1月は琴。＝259

9茄である，また8月のZを5ppm，∬を

1，820詔，1月のZを4p pm，霊を70

8爪として昆Kを算出u4）式から各等濃度面

の半径舐算しもこの数値を節　表に，半径

と00t）値の関係を第5図に示した。
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表水試：試験報告　昭和58年度

第4園　等深線及

。A．，

昭和57年1月25日

分

　

で

　

わ

紬，新田の式は海へ流れ込む廃水が海気象の外力特性を考えず忙・河口を中心として半円形に

し鋸宣方向は問題として夜いことl或客那分散した廃水まその全域に平均に分散するという仮定

ほっで、′つる。実測によれば，水深5蛸近にも表層とはゞ同様なCOp値を示した洗炭廃水と恩

る水塊があったことや，調査時の贋水量を正確に把短してないためもあって，推算半径は湖畔径工

大きくたっているが，58年8月のCODlOppmの廃水分散域は少なくとも河口より半径1，00

mの半卜1内にあることに克る。

Ⅱ）底形賃より考えられる廃水の分散

一叢に海底勾配が遠浅の場合，砕改行では吹送流や河川水流入による密度流または海潮流より 碑
も

によって生ずる入射エネルギーが沿岸流を支配する大きな要素となる。

風向によって生ずる入射波は海底地形の状態によカ屈折七，沿岸部脛近づくと等深線にはゞ直角

向に向きを変え，入射エネルギーはその底形に応じて収飲・発散が行なわれるといわれている0

花凱脾M服。卯戯朗はNE～ENEと鮎河口閥の岩しよう地帯が浅所になっていノ

から，二・ゝで砕捜した入射エネルギーが河口の北寄かに収飲し・その維崖流が砕汲帯内の流れを北流了

介と∴ィ′′るのではないかと考えられ，前記粒径と淘汰度の関係や，夏冬のCOp分布から・河帖怖

河口から沿岸沿いに高戸の方向へ北流する傾向が多いのではたいかと推測される。
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硝二・大島正秀：花訓可醐離こたいて

2　　　　　　Md（干潟償）

第5図　粒径平均値と淘汰匿との閲・係
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Ⅴ　あ　と　が　き

以上少ない調査回数と資料から大胆な推測を記述したが，こゝでは河川水，すなわち窮水分散の概略を把

纏することにとどめ，剛l比の北流零因に関係する汀線附近の分散状況については次報にしたい0
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茨水試：試汝報告　昭和5■d年度

宴　　　　　的

高萩市にある花貫川軋パルプ，洗炭廃水が混流して海面へ流入している。58年8月と57年1月の2

回海面の影響調査を実施したが，海面のCOl）分布および底形質等から同河川水の分散，流動を考察した0

18月，1月のCOl）5ppm以上の面積はそれぞれ5，21払2，0・52Km2で，これを河口を中心とし

て半円形に分散するとすれば，その半径咋1．820m，554況となるo

ii　粒直分析から得られた結果から，河口より高戸にかけての沿岸部は粒径小さく淘汰鑑は良いo

iii　原水分散の椎算式から，8月の花貰川沖COl）10ppmの分散域は少なくとも河口より半径1，000皿

の半円内にある。

iV　底形褒あるいは，001）分布から河川水は河口から高戸にかけて北流する成分が堰いと推察される。
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